
唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
二
帖
（
二
）

－
　
下
帖
影
印
並
び
に
内
容
解
説
　
－

目
次

三
、
成
立
事
情
と
構
成

四
、
国
語
学
的
考
察

五
、
お
わ
り
に

花
　
　
野
　
　
憲
　
　
道

三
、
成
立
事
情
と
構
成

1
、
成
立
事
情

唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
寺
義
抄
』
に
は
上
下
各
帖
に
「
方
便
智
院
」
朱
印
が
押
さ
れ
、
上
帖
表
紙
に
「
栂
尾
方
便
智
院
本
」
と
し
る
さ
れ
（1）

て
お
り
、
本
書
が
高
山
寺
方
便
智
院
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
書
の
撰
述
者
順
性
房
高
信
は
先
に
そ
の
血
脈
を
示
し
た
通
り
明

恵
上
人
の
弟
子
で
あ
り
、
師
明
恵
の
影
響
が
多
大
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
こ
で
先
ず
、
明
恵
が
密
教
関
係
彿
典
に
つ
い
て
何
を
書
写
・
講
義
を
行
な
い
、
伝
授
し
て
い
た
か
を
見
て
み
よ
う
。

『
加
持
温
病
法
』
一
巻
・
『
大
賛
康
博
楼
閣
善
住
秘
密
陀
羅
尼
念
詞
次
第
』
一
巻
・
『
光
明
真
言
加
持
土
沙
義
』
一
巻
・
『
六
秘
密
彿
光
合
行

念
詞
次
第
』
一
巻
な
ど
の
撰
述
、
『
大
日
経
疏
』
の
講
伝
、
「
賛
楼
閣
法
」
・
「
大
備
頂
法
」
・
「
五
秘
密
法
」
・
「
光
明
真
言
法
」
な
ど
を
伝
授
し
、

唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
二
帖
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
九
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時
　
代
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研
　
究

（2）

「
五
相
成
身
観
」
・
「
阿
字
本
不
生
」
な
ど
を
談
じ
て
い
る
。

三
五
〇

そ
れ
で
は
順
性
房
高
信
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

高
信
に
関
し
て
は
本
書
『
六
大
無
等
義
抄
』
の
撰
述
が
知
ら
れ
る
程
度
で
、
『
六
大
無
等
義
抄
』
の
講
義
や
そ
の
記
録
も
現
在
の
と
こ
ろ
見

（3）

出
し
て
い
な
い
。
高
信
の
教
相
面
全
般
の
活
動
実
態
に
就
て
は
、
既
に
納
富
民
の
御
論
説
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
の
類
集
、
『
華
厳
文
義
網
目
』
・
『
五
教
章
類
集
記
』
の
講
義
等
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
華
厳
宗
関
係
の
教
相
で
あ
る
。
従
っ
て
高
信
が
密
教
奥
義
の
教
相
を
説
い
た
『
即
身
成
備
義
』
　
の
疏
釈
を
著
し
た
こ
と
は
、
高
信
の

教
相
や
師
で
あ
る
明
恵
の
教
学
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
六
大
無
寺
義
抄
』
　
に
は
多
く
の
経
論
や
師
説
を
引
き
、
更
に
他
宗
の
教
学
と
対
比
さ
せ
て
自
説
を
述
べ
て
い
る
部
分
も
認
め
ら
れ
る
。

先
ず
、
引
用
経
論
と
し
て
具
体
的
に
書
名
の
見
出
せ
る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
但
し
、
書
名
を
表
出
し
て
い
な
く
て
引
用
さ
れ
て
い

る
経
論
も
存
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

『
大
批
虚
遮
那
成
併
神
変
加
持
経
（
大
日
経
）
』
・
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
讃
大
教
王
経
（
金
剛
頂
経
）
』
・
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜

多
経
（
仁
王
経
）
』
・
『
大
方
広
悌
華
厳
経
』
・
『
菩
薩
理
堵
本
業
経
』
・
『
大
枇
慮
道
都
成
悌
経
疏
（
大
日
経
疏
）
』
・
『
即
身
成
悌
義
』
・
『
秘
蔵
記
』
・

『
菩
提
心
論
』
・
『
即
身
成
悌
義
釈
』
・
『
仁
王
般
若
陀
羅
尼
（
秘
）
釈
』
な
ど
で
あ
り
、
大
部
分
が
密
教
の
経
論
で
あ
る
。

次
に
ど
の
よ
う
な
意
識
で
宗
派
を
区
別
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
該
当
語
句
と
思
わ
れ
る
も
の
を
次
に
掲
げ
て
比
較
し
て
み
た
い
。

①
、
高
信
の
属
し
て
い
る
宗
派
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
。

〔
上
帖
〕

我

宗

…

…

…

…

…

…

：

　

皆

2

・

…

8

　

他

日
宗
…
…
…
…
…
…
：
　
腑
2
・
1
－
ォ
2
　
他



秘
教
（
宗
）
　
…
…
…
…

〔
下
帖
〕

自

宗

…

…

…

…

…

…

…

我

宗

…

…

…

…

…

…

…

普

宗

…

…

…

…

…

・

…

‥

秘

宗

…

…

…

…

…

・

…

＝

尋

2

，

う

5

律
8
・
柑
2
　
他

出
6
・
腑
6
　
他

l
ォ
3

－
ゥ
8

②
、
①
以
外
の
宗
派
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。

〔
上
帖
〕

癖
宗
（
家
）
・
…
…
・
…
・

真
言
（
家
）
　
…
…
…
…

法
相
（
宗
）
　
…
…
…
…

三
論
…
…
…
…
…
…
・
‥

天

台

…

…

…

…

…

…

…

華
厳
（
宗
）
　
…
…
…
…

他

宗

…

…

…

…

…

…

…

〔
下
帖
〕

真
言
（
家
・
教
）
　
…
…

顕
家
（
宗
）
　
…
…
…
…

天

台

…

…

…

…

…

…

…

踊
8
・
椚
3
　
他

拍
2
・
皆
8
　
他

尋

5

，

↓

7

…
始
　
　
　
　
　
〓
調

l
ォ
6

尋
6

附
7
・
錮
1
　
他

l
ォ
2

ト
ォ
3
・
腑
4
　
他

律
7
・
踊
3
　
他

l
ゥ
2
，
尋
l

m
出
　
　
　
　
　
川
髄

唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
二
帖
（
二
）

三
五
一
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華
厳
…
…
…
…
・
…
…
：
　
↓
3
・
l
ォ
l

他

宗

…

…

…

…

…

…

…

律

8

・

1

ト

ゥ

5

　

他

③
、
①
と
②
と
を
対
比
さ
せ
て
い
る
文
も
認
め
ら
れ
る
。

三
五
二

〔
上
帖
〕

チ
　
　
テ
‖
＝
‖
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ヲ
　
　
セ
ハ
　
　
サ

汝
離
顕
宗
所
談
事
理
等
法
相
一
欲
三
談
二

真
言
〓
ボ
之
事
理
】

（
再
3
～
4
）

ソ

‥

H

＝

ノ

　

　

　

　

＝

＝

‖

‖

H

ノ

　

　

　

　

　

H

‖

‖

H

‖

‖

ノ

　

　

　

　

　

‖

H

H

H

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

凡
法
相
廃
詮
談
旨
。
三
論
八
不
中
道
。
天
台
一
心
三
観
。
華
厳
異
性
不
可
説
。
顛
育
三
密
平
等
等
之
義
、
（
拍
5
～
7
）

＝

　

＝

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‖

ノ

　

ハ

　

ニ

　

ス

ニ

　

　

　

　

ノ

　

ヲ

顕
家
覚
自
心
本
不
生
、
…
…
我
宗
意
橿
発
一
念
不
生
心
一
（
庸
8
～
け
1
）

〔
下
帖
〕

レ
　
　
ナ
　
　
テ
‖
＝
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
ス
‖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

是
皆
以
顕
家
漸
次
之
位
些
顕
秘
宗
頓
成
勝
徳
一
（
け
8
～
柑
1
）

こ

　

ス

　

　

　

ニ

‖

‖

H

ハ

　

テ

　

フ

　

　

ノ

　

ヲ

顕
家
者
一
向
約
観
智
力
真
言
兼
運
三
業
行
一
（
餌
8
）

ナ

．

．

　

　

　

‖

こ

ハ

　

ツ

　

　

’

‖

ニ

ハ

　

ナ

　

ノ

　

　

　

ニ

　

　

ヤ

‖

H

こ

ハ

固
型
乗
、
以
煩
悩
∴
…
：
天
台
立
怪
挙
華
厳
於
一
瞑
煩
悩
一
…
…
況
真
言
教
…
…
（
…
8
～
錮
2
）

斯
様
に
、
明
ら
か
に
高
信
の
属
し
て
い
る
宗
派
と
そ
れ
以
外
の
宗
派
と
を
区
別
し
て
、
対
比
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
高
信

は
広
沢
流
を
明
恵
よ
り
、
勧
修
寺
流
を
定
真
よ
り
受
け
、
更
に
文
暦
二
八
一
二
三
五
）
年
に
は
高
山
寺
阿
弥
陀
堂
に
於
て
行
遍
を
阿
閣
梨
と
し

（4）

て
伝
法
濯
頂
を
受
け
て
い
る
。
高
信
は
真
言
密
教
の
二
相
を
双
修
し
た
巳
達
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
信
の
教
相
（
こ
こ
で
は
即
身

義
の
解
釈
に
関
し
て
）
が
既
存
の
宗
派
の
教
相
と
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
更
に
加
え
て
高
山
寺
の
教
学
も
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
と

推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
真
言
宗
開
祖
空
海
撰
述
書
の
中
で
、
最
も
真
言
密
教
の
深
秘
な
教
義
を
要
説
し
た
『
即
身
成
備
義
』
に
着
目
し
、
高
信
が
そ
の
疏

釈
を
撰
述
し
た
意
図
が
存
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。



既
に
述
べ
た
如
く
、
本
書
は
元
来
仮
名
書
き
で
成
立
し
た
こ
と
が
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
高
山
寺
関
係
の
典
籍
文
書
の
中
で
は
『
高
山

寺
明
恵
上
人
行
状
』
に
「
仮
名
行
状
」
と
「
漢
文
行
状
」
が
存
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
「
仮
名
行
状
」
と
「
漢
文
行
状
」
と

の
成
立
関
係
は
次
の
様
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
漢
文
行
状
」
下
巻
末
の
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
依
蒙
　
仰
高
山
寺
明
恵
上
人
高
稗

行
状
粗
注
進
之
以
義
林
房
喜
海

和
字
之
記
録
應
本
棚
譜
舶
榊
健

脚
記
成
所
下
賜
記
少
く
相
加
之
央

（5）

建
長
七
年
配
七
月
八
日
沙
門
高
信
」

喜
海
の
撰
し
た
仮
名
行
状
を
隆
燈
が
漢
訳
し
、
更
に
高
信
が
加
筆
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
順
性
房
高
信
の
著
作
類
の
中
で
仮
名
書
き
で
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
著
作
は
本
書
以
外
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

高
信
が
成
立
に
か
か
わ
っ
た
撰
述
書
や
著
作
の
主
な
も
の
を
掲
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
り
、
仮
名
交
り
文
の
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
高
山
寺
縁
起
』
…
…
…
…
…
…
…
漢
文

『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
…
…
…
…
…
漢
字
仮
名
交
り
文

『
光
明
真
言
句
義
釈
聴
集
記
』
…
…
漢
字
仮
名
交
り
文

『
栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
』
…
…
…
…
漢
字
仮
名
交
り
文

『
密
一
事
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
漢
字
仮
名
交
り
文

唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
寺
義
抄
』
　
二
帖
（
二
）
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三
五
四

元
来
、
三
蔵
（
経
・
律
・
論
）
と
称
さ
れ
る
悌
典
は
当
然
な
が
ら
漢
文
体
で
記
さ
れ
、
日
本
に
於
て
撰
述
さ
れ
た
三
蔵
の
疏
釈
類
も
漠
文
体

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
僧
侶
以
外
で
は
、
漢
文
読
解
能
力
を
備
え
た
極
く
限
ら
れ
た
人
以
外
に
は
接
す
る
こ
と
も
解
す
る
こ
と
も
不
可
能
で

あ
っ
た
。
一
般
の
識
字
層
が
序
々
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
て
も
、
漠
文
体
よ
り
も
仮
名
書
き
体
の
方
が
よ
り
庶
民
に
対
し
て
は
一
般
性
が
高
い

（6）

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
備
典
が
仮
名
書
き
体
に
改
め
ら
れ
て
い
る
例
で
も
認
め
ら
れ
る
。

「
妙
法
蓮
華
経
」
1
妙
一
記
念
館
蔵
「
仮
名
書
き
法
華
経
」

「
観
無
量
寿
経
」
1
知
恩
院
蔵
「
仮
名
書
き
観
無
量
寿
経
」

「
阿
弥
陀
経
」
　
1
「
仮
名
書
き
阿
弥
陀
経
」

「
往
生
講
式
」
　
1
随
心
院
蔵
「
仮
名
書
き
往
生
講
式
」

こ
れ
ら
仮
名
書
き
に
さ
れ
た
悌
典
は
い
ず
れ
も
浄
土
教
関
係
の
悌
典
で
あ
る
。

浄
土
経
典
の
よ
う
に
一
般
庶
民
に
関
わ
り
の
深
い
経
典
を
仮
名
書
き
に
す
る
事
情
は
理
解
出
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
密
教
経
典
、
そ
れ
も
真

言
密
教
の
深
意
で
あ
る
即
身
成
価
を
説
い
た
即
身
義
に
、
敢
て
仮
名
書
き
の
疏
釈
を
著
す
必
要
性
は
ど
こ
に
有
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
信
自
筆
「
仮
名
書
き
祖
本
」
の
存
し
な
い
事
が
最
も
憂
慮
さ
れ
る
点
で
は
あ
る
が
、
次
の
如
く
考
え
ら
れ
る
。

本
書
の
奥
書
に
「
依
一
人
之
懇
請
卒
爾
草
之
畢
」
「
其
後
依
同
侶
勧
進
成
真
名
畢
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
推
し
て
、
高
信
が
早
急
に
「
即
身
義
」

或
い
は
「
即
身
成
悌
」
に
就
て
の
見
解
・
教
説
を
記
す
必
要
に
迫
ら
れ
、
漢
字
よ
り
も
書
写
速
度
の
早
い
仮
名
を
用
い
で
二
気
に
草
し
た
。

そ
の
の
ち
疏
釈
の
本
来
の
姿
で
あ
る
漢
文
体
に
改
め
た
。
従
っ
て
文
章
も
段
落
な
ど
を
設
け
視
覚
的
に
判
断
し
や
す
く
構
成
し
た
も
の
で
は

な
く
、
追
込
式
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
奥
書
の
終
り
に
は
「
遂
可
再
治
之
也
」
と
高
信
の
希
望
を
記
し
て
い
る
。

2
、
本
書
の
構
成



書
名
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
六
大
無
等
」
と
は
、
地
・
水
・
火
・
風
．
・
空
・
識
の
六
大
体
怪
が
一
切
の
有
情
非
情
の
諸
法
に
周
く
ゆ
き
わ

（7）

た
り
、
同
類
異
類
の
二
種
の
無
等
が
不
二
一
体
と
な
る
意
で
あ
り
、
『
即
身
成
彿
義
』
の
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
を
韻
文
化
し
た
偽
文
（
即
身
成

備
偶
）
　
よ
り
採
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
そ
の
儀
文
二
頒
八
句
に
つ
い
て
各
句
毎
に
詳
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
に
問
答
形
式
を
と
り
入
れ
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
上
帖
は
特

に
二
頒
八
句
の
総
釈
と
逐
語
訳
で
あ
る
。

六
大
無
等
常
稔
伽

四
種
畳
茶
各
不
離

三
密
加
持
速
疾
顕

重
く
帝
綱
名
即
身

法
然
具
足
薩
般
若

心
数
心
王
過
剰
塵

各
具
五
智
無
際
智

円
鏡
力
故
実
覚
智

（

”

3

　

～

　

ト

ゥ

1

）

（

H

2

　

～

　

材

2

）

（
庸
3
　
～
　
椚
7
）

（
餌
8
　
～
　
錮
3
）

（
錮
4
　
～
　
錮
2
）

（
錮
3
　
～
　
師
8
）

（
錮
1
　
～
　
冊
6
）

（
錮
7
　
～
…
5
）

下
帖
は
上
帖
を
考
慮
し
教
相
に
停
ま
ら
ず
事
相
面
を
も
加
え
た
論
釈
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
高
信
の
思
想
や
高
山
寺
の
教
学
面
が
よ
り

強
く
表
出
し
た
部
分
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四
、
国
語
学
的
考
察

こ
こ
で
は
元
来
仮
名
書
き
文
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
語
彙
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

〔鵜野

唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
　
二
帖
（
二
）

三
五
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ア
ラ
マ
シ
　
ハ
　
ツ
ヒ
ヤ
セ
ト
モ
　
　
フ
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
ヲ
　
ス
　
　
　
ケ
　
　
　
　
ヲ

世
出
世
之
有
増
者
費
下
　
随
分
と
∵
之
思
上
不
遂
其
撃
　
（
下
…
3
）

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
シ
　
　
　
レ
ハ
　
　
ナ
ヲ
サ
リ
ノ
　
ア
ラ
　
マ
シ
コ
ト
モ
　
　
テ
　
　
ノ
　
　
ノ
　
　
シ
ナ
ニ

随
分
名
利
貴
賎
皆
同
。
然
　
者
等
】
閑
有
－
増
事
随
其
身
之
晶
一
（
下
…
4
）

ノ

　

　

ヲ

シ

テ

　

　

カ

　

ハ

　

　

ヲ

　

フ

ア

ラ

マ

シ

　

ハ

　

ニ

ニ

　

シ

　

リ

元
緑
衆
生
　
云
－
何
結
中
因
縁
上
云
有
－
増
事
心
更
難
廻
一
（
下
拍
7
）

三
五
六

「
ア
ラ
マ
シ
」
は
「
計
画
」
と
か
「
概
略
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
有
増
」
は
宛
字
と
考
え
ら
れ
る
。
和
文
語
と
し
て
は
『
源

氏
物
語
』
　
に
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。

さ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　

す

ゑ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

更
に
か
け
て
と
あ
ら
ば
か
1
ら
ば
な
ど
行
く
末
の
あ
ら
ま
し
ご
と
に
取
り
ま
ぜ
て
　
（
綿
角
）

な

　

　

　

の

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

ゞ

た
ゞ
亡
か
ら
ん
後
の
あ
ら
ま
し
ご
と
を
明
け
暮
れ
思
ひ
続
け
給
ふ
に
も
　
（
綿
角
）

十
年

シ

　

　

ノ

　

ノ

　

ク

イ

ト

ル

カ

　

キ

　

ヲ

如
下
世
間
箭
能
射
中
l
取
遠
物
上
（
下
”
3
）

「
イ
ト
ル
」
も
和
語
と
し
て
　
『
源
氏
物
語
』
　
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

や

な

ぎ

　

は

　

も

1

た

ぴ

　

　

　

　

と

ね

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

∴

じ

む

柳
の
葉
を
百
度
あ
て
つ
べ
き
舎
人
ど
も
の
う
け
ぼ
り
て
射
と
る
無
心
な
り
や
（
若
菜
下
）

〔那椙〕
／

　

ノ

　

　

　

モ

ト

コ

リ

　

レ

　

ノ

　

　

レ

リ

一
く
上
疑
問
、
源
従
此
等
義
起
　
也
。
（
下
け
4
）

や
は
り
『
源
氏
物
語
』
　
に
用
例
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ら
ん

た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
う
し

い
と
ゞ
あ
は
れ
と
御
覧
じ
て
後
涼
殿
に
も
と
よ
り
さ
ぶ
ら
ひ
給
ふ
更
衣
の
曹
司
を
（
桐
壷
）

な
り
の
ぼ
れ
ど
も
も
と
よ
り
さ
る
べ
き
す
ぢ
な
ら
ぬ
は
　
（
青
木
）

お

も

　

い

　

き

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

こ

宮
を
ば
こ
と
に
思
ひ
出
で
聞
え
給
は
ず
も
と
よ
り
見
な
ら
ひ
聞
え
給
は
で
　
（
若
紫
）



ア
ナ
キ
ナ
シ

〔
先
端
〕
ソ
ア
チ
キ
ナ
ク
モ
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ノ
ミ
　
　
ス
ル
　
　
セ
ム
ト
　
　
ノ
　
　
　
　
ヲ

何
元
－
端
致
　
於
疑
－
滞
一
欲
　
失
　
悌
本
懐
一
（
下
冊
2
）

カ

　

ハ

　

ス

　

ラ

　

　

キ

　

ノ

ー

我
心
不
介
元
－
端
世
中
主
有
翼
テ
而
郁
雫
（
下
錮
4
）

形
容
詞
「
ア
チ
キ
ナ
シ
」
は
和
文
語
と
し
て
『
古
今
和
歌
集
』
や
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
な
ど
に
用
例
が
あ
る
。

は
と
1
ぎ
す
は
つ
こ
ゑ
き
け
ば
あ
ぢ
き
な
く
ぬ
し
さ
だ
ま
ら
ぬ
恋
せ
ら
る
は
た
（
古
今
集
　
夏
歌
　
1
4
3
）

よ
ろ
づ
よ
を
の
べ
の
あ
た
り
に
す
む
人
は
め
ぐ
る
ノ
＼
や
煤
を
ま
つ
ら
ん
　
な
ど
あ
ぢ
き
な
く
　
あ
ま
た
に
さ
へ
し
ゐ
な
さ
れ
て
　
（
か
げ

ろ
ふ
日
記
中
）

以
上
の
如
く
極
め
て
少
数
で
は
あ
る
が
、
本
書
の
全
訓
附
訓
字
の
中
に
は
通
常
彿
典
で
常
用
さ
れ
て
い
る
語
彙
以
外
に
和
文
特
有
の
語
彙

も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
高
信
の
仮
名
書
き
祖
本
を
漢
文
体
に
改
め
る
時
点
で
、
通
常
漢
字
で
は
表
記
し
得
な
い
和
語
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
宛
字
で
表
記
し
全
音
節
附
訓
を
附
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
書
は
い
く
つ
か
の
仮
名
書
き
悌
典
の
如
く
、
教
説
の
広
い
普
及
を
願
っ
て
仮
名
書
き
で
表
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

れ
ら
の
仮
名
書
き
彿
典
と
は
異
な
る
位
置
付
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
本
書
は
高
山
寺
教
学
の
特
色
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
、

そ
の
全
体
像
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
よ
り
鎌
倉
初
期
の
悌
教
学
史
上
に
於
て
一
つ
の
教
学
（
学
派
）
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え

ら
れ
、
又
『
即
身
成
悌
義
』
の
教
学
的
研
究
史
に
関
し
て
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
　
二
帖
　
（
二
）
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

三
五
八

拙
稿
「
唐
招
提
寺
蔵
『
六
大
無
等
義
抄
』
二
帖
（
一
）
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
五
輯
　
平
4
・
5
）
。

奥
田
勲
『
明
恵
　
遍
歴
と
夢
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
甲
1
1
）
、
大
山
仁
侠
「
高
山
寺
聖
教
目
録
よ
り
見
た
高
山
寺
の
儒
教
」
（
『
高
山
寺
資
料
叢

書
、
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
5
5
・
1
2
）
。

納
富
常
天
「
高
山
寺
教
学
の
展
開
」
（
『
印
度
学
沸
教
学
研
究
』
第
3
2
－
1
、
昭
5
8
・
望
。

納
富
常
天
「
解
脱
門
義
聴
集
記
解
題
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
昭
4
2
・
3
）
。

『
高
山
寺
資
料
著
書
、
明
恵
上
人
資
料
第
一
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
4
6
・
3
）
。

拙
稿
「
随
心
院
蔵
仮
名
書
き
往
生
講
式
解
説
並
び
に
影
印
・
翻
刻
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
三
輯
）
参
照
。

小
田
慈
舟
『
十
巻
章
講
説
』
上
巻
（
高
野
山
出
版
社
、
昭
5
9
・
5
）
。




